



































に、その御姿を現した日 を記念するもので、 日（薬師）・ 日（普賢菩薩）・ 日（阿弥





戦前までの大阪の祭りは、 月 日の今宮神社の十日戎から始まる。 月の堀江木花踊、
月のあしべ踊り、新町の浪花踊が花の盛りにくりひろげられる。四天王寺の お彼岸さん も
有名である。夏になると、 月 日の生国魂神社、御霊、高津、坐摩、陶器の各神社の祭りが
あるが、 月 日、天満天神祭の賑わいは今も昔も変わらない。この間、 月 日の開港記念
日、 日の水都祭などは全市的に行われた。また、 月 日の堺市の大魚夜市も夏の宵をいろ












天満十町目通 裏門辺より濱まで 堂島櫻橋 同蜆橋南側
是等順慶町の十ヶ一なれ共、毎夜出る所なればしるす
平野町通御霊辺 心斎橋より西横堀まで其日限
朔日 六日 八日 十一日 十二日 十六日 十八日 廿一日 廿六日
廿八日 己上日数十日なり
常安橋筋 八日やくし 九日こんぴら 十日同じ 十二日やくし 十八日くわん音
廿八日ふ動 己上日数六日なり
内平野町神明 朔日 六日 十一日 十六日 廿一日 廿六日 己上六斎也
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得たという。世に 深川の八幡様 と親しまれ、今も昔も変わらぬ信仰を集める 江戸最大の
八幡様 である。
現在、地下鉄大江戸・東西線の門前仲町駅に近接し、深川不動尊とともに深川地域の祈りと
祭礼の場所として知られている。地域では 日、 日、 日の月例祭（深川不動尊）とともに
毎月第 ・ 日曜日に開催される富岡八幡骨董市が大勢の人で賑わっている。古くは 江戸名






























である。現在、神社の祭礼行事（ 月の例大祭、 月の酉の市 大酉祭）と重ならない限り、




































































































毎月 日は 天神さんの日 としてご縁日がある。それは、菅原道真公のご生誕である 月
日と薨去された 月 日に由来している。なかでも、 月 日は 終い天神 と呼ばれ、




































































































四箇院の制 をとったことが 四天王寺縁起 に示されている。 四箇院 とは 帰依渇仰












の月命日、毎月 日は俗に お大師さん と呼ばれ、境内に露店 ）が並び、多くの参詣客で
あふれる。弘法大師は聖徳太子を讃仰し、若き日に四天王寺に詣でて、西門にて入日を拝する
日想観 ）を修した。この機縁により毎月 日に大師会としてのお参りが江戸時代より盛んに



















































































































） 露店の秘密 常設店と臨時店 商売打明話 家庭の経済知識 時事新報社経済部編（昭和 年）と秦孝







）同会のホームページで確認したところ、半ブース（ ）が 円、 ブース（
） 円、 ブース（ ）が 円、 ブース（ ）が 円（平
成 年 月 日現在）となっていた。東京都心部の駅近であることを考えると割安な参加費と言えるだろ
う。









杉山博（ ） 六斎市 講座日本風俗史別巻 商業風俗 雄山閣
筒井之隆付載 《聞き書き》佐古慶三傳 谷沢永一編（ ） なにわ町人学者伝 潮出版社
秦孝治郎著・坂本武人編（ ） 露店市・縁日市 中央公論社 、
時事新報社経済部編 露店の秘密 常設展と臨時店 （ ） 商売打明話 家庭の経済知識 寳文館
中沢誠一郎編著（ ） 大阪という社会 大阪 有斐閣
木村助次郎（ ） 大坂繁花風土記全 だるまや書店 上 丁 文化 年（ ）当時の事例。
小出楢重（ ） 大阪 大切な雰囲気 昭森社
柳宗悦（ ） 京都の朝市 蒐集物語 中公文庫
小出楢重（ ） 春の彼岸とたこめがね 小出楢重随筆集 岩波文庫
天王寺研究号 郷土研究 上方 第 巻第 号 昭和 年（ ） 月発行
加藤紫芳（ ） 大阪案内 矢島誠進堂
金井新次郎（ ） 大大阪市縁日案内 兵頭エハガキ店
本稿をなすにあたり露店市会場で多くの来場者に感想をお聞きし、忙しいなか出店者にも様々な意見を伺う
ことができた。そして、本調査の機会を与えていただいたアミューズメント産業研究所に対してもこの場を
借りて感謝の意を表したい。
寺社祭礼を中心とした露店市の今日的形態
